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町内に唯一存在する福島県立猪苗代高等学校。スキーの名門校と知られ、
スキーや駅伝での全国大会出場など、多数の功績を残しています。また、
卒業生にはソチパラリンピック金メダリストをはじめ、スポーツ以外にも
各界に多くの優秀な人材を輩出してきました。
その猪苗代高校が今、存続の危機が目前に迫っていることを皆さんはご存
知でしょうか。

３
科
）。
近
年
の
入
学
者
数
は
、
２

学
級
合
計
の
募
集
定
員
が
80
人
に
対

し
て
、
平
成
26
年
度
は
58
人
が
入

学
。
平
成
27
年
度
が
44
人
、
平
成
28

年
度
が
62
人
と
い
ず
れ
も
定
員
割
れ

と
な
っ
た
も
の
の
募
集
定
員
の
過
半

数
は
下
回
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
平

成
29
年
度
は
入
学
者
が
35
人
と
な
り
、

「
分
校
化
の
検
討
ラ
イ
ン
」
で
あ
る

40
人
を
初
め
て
下
回
り
ま
し
た
。

　

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
全
国
的
に

子
ど
も
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と

を
鑑
み
る
と
、「
分
校
化
な
ど
の
検

討
が
な
さ
れ
る
」
と
い
う
事
態
が

迫
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

入
学
者
数
の
推
移
は
【
グ
ラ
フ
】
の

と
お
り
で
す
。

校
と
し
て
も
そ
の
名
を
全
国
に
轟
か

せ
て
い
ま
す
。
昭
和
49
年
２
月
に
開

催
さ
れ
た
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会

ス
キ
ー
競
技
で
は
、
男
女
共
に
総
合

準
優
勝
を
果
た
す
な
ど
、
数
々
の
功

績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

卒
業
後
の
進
路
に
お
い
て
は
、
大

学
や
専
門
学
校
な
ど
へ
の
進
学
の
ほ

か
、
高
い
就
職
率
を
誇
り
、
今
年
で

創
立
70
周
年
を
迎
え
る
歴
史
と
伝
統

あ
る
学
校
で
す
。

存
続
の
危
機
が
迫
る

　

こ
の
よ
う
な
輝
か
し
い
歴
史
と
伝

統
を
誇
る
猪
苗
代
高
校
が
今
、
存
続

を
危
惧
す
べ
き
状
況
に
迫
ら
れ
て
い

る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。

　

福
島
県
の
県
立
高
校
の
学
校
統
廃

合
等
を
検
討
す
る
際
の
基
準
に
照
ら

し
合
わ
せ
る
と
、「
２
学
級
規
模
の

本
校
」
で
あ
る
猪
苗
代
高
校
の
場
合
、

３
年
連
続
で
入
学
者
が
募
集
定
員
の

２
分
の
１
以
下
と
な
っ
た
場
合
に
は

分
校
化
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
仮
に
分
校
化
さ

れ
た
場
合
、
３
年
連
続
で
入
学
者
が

募
集
定
員
の
２
分
の
１
以
下
と
な
る

と
生
徒
募
集
停
止
が
検
討
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

入
学
者
数
は
、
昭
和
42
年
度
卒
業

生（
第
18
回
卒
）の
２
６
３
人
を
ピ
ー

ク
に
年
々
減
少
し
て
い
ま
す（
※
当

時
は
普
通
科
、
家
政
科
、
農
業
科
の

猪高の耀き！明日へ未来へ！

商
業
系
の
流
れ
を
く
む

　　

猪
苗
代
高
校
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

と
、
昭
和
15
年
４
月
に
、
猪
苗
代
裁

縫
女
学
校
が
町
立
猪
苗
代
実
科
高
等

女
学
校
と
し
て
設
立
認
可
さ
れ
ま
す
。

昭
和
18
年
４
月
に
町
立
猪
苗
代
高
等

女
学
校
に
改
名
。
昭
和
23
年
４
月
に
、

県
立
若
松
商
業
高
等
学
校
猪
苗
代
分

校（
定
時
制
農
業
科
）と
し
て
猪
苗

代
幼
稚
園
を
仮
設
校
舎
と
し
て
開
設
。

こ
こ
か
ら
商
業
系
の
流
れ
を
く
む
高

校
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ

し
て
同
年
８
月
に
は
、
県
立
若
松
商

業
高
等
学
校
猪
苗
代
分
校
と
町
立
猪

苗
代
高
等
女
学
校
が
合
併
し
、
県
立

猪
苗
代
高
等
学
校
と
し
て
独
立
し
ま

し
た
。

　

昭
和
24
年
４
月
か
ら
は
普
通
科
、

農
業
科
、
家
庭
科（
の
ち
に
家
政
科

に
変
更
）
の
３
科
で
生
徒
を
募
集
。

昭
和
42
年
度
卒
業
生
が
２
６
３
人
と

な
り
、
入
学
者
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
ま

す
。
そ
の
後
、
教
育
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
や
時
代
の
流
れ
に
合
わ

せ
、
昭
和
48
年
４
月
に
農
業
科
、
昭

和
54
年
４
月
に
家
政
科
の
募
集
を
停

止
。
平
成
６
年
４
月
に
は
地
域
の
特

色
を
生
か
す
た
め
、
国
際
観
光
科
が

新
設
さ
れ
ま
す
。
平
成
28
年
度
か
ら

は
普
通
科
と
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
の
２

科
、
各
40
人
定
員
と
な
り
現
在
に
至

り
ま
す
。

　

猪
苗
代
高
校
は
、
ス
キ
ー
の
名
門

特 集

※

る
気
持
ち
が
生
ま
れ
、
将
来
的
に
町

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
町
の
将
来
を
担
う

人
材
の
減
少
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
り
ま
す
。

特
色
あ
る
取
り
組
み

　

猪
苗
代
高
校
で
は
現
在
、
少
人
数

校
で
あ
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作
成
や
き
め
細

や
か
な
個
別
指
導
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

【
普
通
科
】

　

普
通
科
で
は
、
大
学
や
短
大
な
ど

の
上
級
学
校
へ
の
進
学
や
公
務
員
な

ど
の
就
職
を
目
標
に
自
己
を
高
め
ま

す
。
生
徒
の
進
路
希
望
に
応
じ
た
進

路
指
導
や
充
実
し
た
朝
学
習
に
よ
る

学
習
意
欲
の
向
上
と
基
礎
学
力
の
定

着
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
漢
字
検
定

や
英
語
検
定
に
も
挑
戦
し
、
高
い
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す
。

【
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

　

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
は
商
業
系
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
主
体
と
な
り
ま
す
。

地
域
の
基
盤
産
業
で
あ
る
観
光
に
つ

い
て
専
門
的
に
学
ぶ
ほ
か
、
商
業
に

関
す
る
高
い
知
識
を
身
に
付
け
ま
す
。

企
業
実
習
と
学
校
の
講
義
を
組
み
合

わ
せ
る
「
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
し
、
実
践
的
な
職
業
能
力
を
開

発
し
ま
す
。
ま
た
、
簿
記
検
定
や
情

報
処
理
検
定
な
ど
の
商
業
関
連
の
実

務
的
な
資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

高
校
が
無
く
な
る
と
い
う

こ
と

　

猪
苗
代
高
校
の
平
成
29
年
度
の
入

学
者
数
が
募
集
定
員
の
２
分
の
１
を

下
回
り
ま
し
た
が
、
直
ち
に
廃
校
が

検
討
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
将
来
、
仮
に
廃
校
と
い
う
最

悪
の
事
態
に
な
っ
た
場
合
を
想
定
す

る
と
、
地
域
へ
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

町
唯
一
の
高
校
が
廃
校
に
な
れ
ば
、

町
か
ら
活
気
が
無
く
な
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
猪
苗
代
高
校
で
は
、
生

徒
会
な
ど
に
所
属
す
る
生
徒
が
磐
梯

ま
つ
り
に
参
加
し
て
祭
り
の
盛
り
上

げ
に
一
役
買
っ
た
り
、
ス
キ
ー
な
ど

各
種
大
会
で
活
躍
し
た
り
す
る
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

町
外
の
高
校
に
通
学
す
る
場
合
は
、

電
車
な
ど
の
交
通
費
や
寮
に
入
る
場

合
は
寮
費
な
ど
が
必
要
に
な
り
、
家

庭
に
と
っ
て
も
負
担
が
増
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

例
年
、
猪
苗
代
高
校
入
学
者
の
多

く
は
町
内
中
学
校
の
出
身
者
が
占
め

て
い
ま
す
。
猪
苗
代
に
生
ま
れ
た
子

ど
も
た
ち
が
、
高
校
生
の
多
感
な
時

期
を
勉
強
や
部
活
動
を
通
じ
て
友
達

と
一
緒
に
過
ご
す
。
自
然
豊
か
な
猪

苗
代
で
過
ご
す
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と

へ
の
郷
土
愛
が
育
ま
れ
ま
す
。
就
職

な
ど
で
町
外
に
出
る
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
ふ
る
さ
と
を
応
援
し
よ
う
と
す

町内入学者

町外入学者

分校化検討ライン
「40人」

26 年度 29 年度28 年度27 年度

人
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猪
苗
代
高
校
の
「
こ
こ
が
イ
イ
ね
！
」

生
徒
た
ち
が
学
校
の
魅
力
を

紹
介
し
ま
す
。

少
人
数
教
育
に
よ
る
個
別
指
導
や
進
路
相
談
、
生
徒

会
や
部
活
動
で
の
取
り
組
み
な
ど
、
猪
苗
代
高
校
の

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

生徒会長

私たちの自慢はなんと言っても生徒たちがとても元気
で仲が良いことです。全校生の人数は少ないですが、
その分、学年を越えて深い付き合いができていると思
います。先生方の指導も熱心で、良い学習環境にある
と思います。生徒会やＪＲＣ委員会の活動も活発です。
磐梯まつりやトライアスロン大会などでボランティア
活動に取り組んでいます。先日開催されたインターハ
イでも補助役員として参加しましたが、とても良い経
験になりました。私たちの若い力で町を盛り上げてい
ければと思います。

長谷川  匠　教諭

猪高の新たな展開！！

　本校では来年度から、郡山市のケイセンビジ
ネス公務員カレッジと連携し、年間を通して公
務員講座を実施します。
　公務員受験指導に定評のある専門学校と手を
組み、市町村職員や警察官、消防士などの合格
やＳＰＩ（適性検査、性格検査）を重視する企業、
大学進学後の公立保育所などの保育士・幼稚園
教諭も視野に入れた講座を開設します。

磐梯まつりでお茶を振る舞う茶道同好会の生徒ら

星野 一歩さん

伝統あるスキー部では、全国大会での上位入賞
を目指して日々さまざまな練習をしています。
猪苗代は、夏場の練習も含め、スキーをするに
は良い環境にあると思います。授業では、資格
取得に向けた内容もあるので、進路にとても役
立ちます。

学校の特色の一つとして、少人数だからこそできるＴ
Ｔ（ティーム・ティーチング）という授業があります。
ＴＴでは、１科目に２人の先生が付いてくれるため、
分からないことがあればすぐに先生に相談することが
できます。また、進学、就職の進路別に授業を行って
いますので、自分の進路希望の実現に向けた学習がで
きます。
私が所属するＪＲＣ委員会ではボランティアなどさま
ざまな活動を行っています。活動を通じて得た貴重な
経験を学校生活に生かしていきたいです。

遠藤 涼斗さん

ＪＲＣ委員会委員長
古川 芹菜さん

スキー部　普通科３年生

佐藤 哉斗さん

私が所属する野球部は部員数が少なく、会津西
連合としてチームを結成してます。人数は少な
いですが、先生がノックやバッティングピッ
チャーをしてくれるので、その分一人当たりの
練習時間を取ることができ、確実に上手くなれ
ると思います。

野球部　普通科１年生

増子 廉大良さん

バドミントンは持久力や敏捷性を高めることが
できるスポーツです。私はバドミントンのおか
げで腕力が強くなりました。普段の授業では、
先生が個別指導をしてくれるので、苦手な科目
もしっかりと学ぶことができます。文武両道を
目指したいと思います。

バドミントン部　普通科２年生

私たちが学校生活を紹介します

来年度、公務員対策講座がスタート

プロジェクトリーダー

台湾の高校生との交流会（５月 29 日）
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能
率
大
学
、
千
葉
商
科
大
学
、
北
里

大
付
属
保
健
衛
生
学
院
な
ど
）を
進

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら

は
、
お
そ
ら
く
県
内
で
は
初
の
試
み

と
な
る
高
・
専
門
連
携
の
公
務
員
講

座
を
後
援
会
の
協
力
を
得
て
開
設
し

ま
す
。
年
間
を
通
し
て
、
郡
山
市
の

ケ
イ
セ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
公
務
員
カ
レ
ッ

ジ
と
連
携
し
、
市
町
村
職
員
、
警
察

官
、
消
防
士
、
自
衛
官
等
の
公
務
員

試
験
対
策
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
高

校
の
早
い
段
階
か
ら
公
務
員
試
験
に

慣
れ
親
し
む
こ
と
で
、
そ
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
体
得
し
、
現
役
合
格
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
後
も
「
地
域
の
皆
様

に
愛
さ
れ
る
猪
苗
代
高
校
」
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

本
校
は
、
今
年
で
創
立
70
周
年
を

迎
え
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
は
、
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
ご
支
援
を
い
た

だ
い
て
参
り
ま
し
た
。
卒
業
生
、
在

校
生
に
代
わ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
本
校
は
こ

れ
ま
で
約
１
万
人
の
有
能
な
人
材
を

県
内
外
に
輩
出
し
て
参
り
ま
し
た
。

同
窓
生
の
本
校
へ
の
思
い
は
と
て
も

強
く
、
同
窓
生
の
校
歌
や
凱
旋
歌
の

大
合
唱
を
聞
く
た
び
に
鳥
肌
が
立
ち

ま
す
。
そ
の
歴
史
と
伝
統
を
受
け
継

ぎ
、
こ
の
猪
苗
代
高
校
を
さ
ら
に
充

実
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
が
私
の
使

命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
取
り
組
み
と
し
て
、
大

学
等
の
指
定
校
推
薦
の
拡
充（
産
業 佐藤 京治　校長

渡部 英一　同窓会長

　

学
校
創
立
以
来
、
携
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
先
生
方
、
在
校
生
、
町
民
の

皆
さ
ん
、
町
、
関
係
諸
団
体
な
ど
、

多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
今

年
創
立
70
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
支
援
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
地
域
と
と
も
に
育
っ
て

き
た
猪
苗
代
高
校
は
、
各
界
で
活
躍

す
る
卒
業
生
を
多
数
輩
出
し
て
き
ま

し
た
。

　

創
立
後
は
、
時
代
の
移
り
変
わ
り

と
と
も
に
募
集
学
科
が
変
更
さ
れ
、

少
子
化
の
影
響
も
あ
っ
て
生
徒
の
募

集
定
員
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、「
地
域

に
根
差
し
、
県
内
の
産
業
を
支
え
る

特
色
あ
る
科
目
を
新
設
し
よ
う
」
と
、

平
成
６
年
に
国
際
観
光
科
が
作
ら
れ

ま
し
た
。
国
際
観
光
科
は
、
商
業
系

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
地
元
産
業
の
柱

の
一
つ
で
あ
る
観
光
の
要
素
を
加
え

た
県
内
唯
一
の
学
科
で
す
。
観
光
に

関
す
る
学
習
で
は
、
地
元
の
観
光
産

業
の
専
門
家
を
非
常
勤
講
師
に
迎
え

て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

国
際
観
光
科
で
高
度
な
商
業
系
の
勉

強
も
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
に
く

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
平
成
28
年

か
ら
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
科
に
名
称
が
変

わ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
同
窓
生
の
人
た
ち
も
み
ん

な
が
猪
苗
代
高
校
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
同
窓
会
東
京
支
部
の
人
た
ち
も

熱
い
思
い
で
ふ
る
さ
と
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
波
が
押

し
寄
せ
て
は
い
ま
す
が
、
猪
苗
代
高

校
が
日
本
の
将
来
を
担
う
人
材
を
育

成
す
る
学
校
と
し
て
、
今
後
も
存
続

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
勉
強
や

部
活
動
な
ど
高
校
生
活
を
十
分
満
喫

し
て
ほ
し
い
で
す
。
卒
業
し
て
も
猪

苗
代
高
校
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
誇

り
に
、「
猪
苗
代
の
大
使
」
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
で
き
れ
ば
、
猪
苗
代

町
に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
。

70
年
の
歴
史
に
敬
意
と
感
謝
、

そ
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
！

70
年
の
歴
史
と
伝
統
、
そ
し
て

こ
れ
か
ら

卒業生の声Interview

猪苗代高校の卒業生３人に、
高校時代の思い出などについて聞きました。

私は高校在学中の３年間、部活動で野球に打ち込んでいまし
た。３年生の夏、試合は残念ながら１回戦で敗退。私は就職
希望だったのですが、部活動引退と同時に気分も完全に燃え
尽きてしまいました。そんな時、当時の担任の先生から「真
剣に進路を考えた方がいいぞ」とアドバイスをいただきまし
た。周りの人たちが次々と進路を決めている状況に、とても
焦ったのを覚えています。しかし、先生方が親身になって進
路相談に乗ってくれ、無事に就職することができました。高
校の３年間は、社会人になるための土台作りの時期だと思い
ます。在校生たちには、将来を見据えて充実した高校生活を
送ってほしいです。

小檜山 凌さん
会津オリンパス勤務

古川 公望さん
東邦銀行猪苗代支店勤務

少人数の学校ということもあり、在学中は生徒同士はもちろ
ん、先生方とも垣根を越えた付き合いができたと思います。
猪苗代高校では商業系の科目について勉強することができま
す。私は生まれ育った猪苗代町が好きなので、地元での就職
を希望していました。「デュアルシステム」では、１週間、
ホテルでの企業実習を体験しました。ホテルを訪れたお客様
と接し、普段の授業では得ることができない貴重な経験をす
ることができましたし、就職試験の面接ではこれらの経験が
生かされたと思います。高校生がオリジナルの旅行企画で競
う「観光甲子園」に応募したことも良い思い出です。高校時
代に学んだことが今の仕事にも生かされていると思います。

写真家　野口 勝宏さん

私が写真を始めたきっかけは、中学１年生の時に猪苗代中の
写真部に入部したことでした。カメラを手にし、暗室で出来
上がった写真を見たとき、頭から足の先まで電撃が走るよう
な衝撃を覚え、写真の道にのめり込みました。猪苗代高校時
代には、柔道部と写真部を掛け持ちでやっていました。その
時、写真部顧問の渡部忠先生に出会います。渡部先生からは
写真の基礎を教わり、部員たちと競い合うように写真を撮っ
ていたのを覚えています。震災後に仕事が無くなり、私のす
さんだ気持ちを救ってくれたのが地元福島の自然や草花でし
た。猪苗代は大切なふるさと。自然豊かな猪苗代に育ったこ
とが、クリエイティブな今の仕事にも役立っています。

第 35 回ニコンフォトコンテストグランプリ受賞、第
26 回みんゆう県民大賞芸術文化賞受賞、全日空「東
北フラワージェット」デザインなど、多方面で活躍

猪苗代高等学校


